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特 集  ① 平 成 1 8 年 度 決 算 状 況 の 公 表
　 　  ② 人 事 行 政 運 営 な ど の 状 況 の 公 表

　　　　　　　　　　　　　　　　まちの人口（平成 19 年 11 月１日現在）

総人口 19,672 人（△１）　男 9,553 人（３）　女 10,119 人（△４）　世帯数 7,060 世帯（４）※（　）内は前月比
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▼一般会計歳入決算額
135 億 8,600 万円

歳入

平
成
18
年
度

決
算

町
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
の
使
い
道
や
、
町
の
財
政
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
２
回
「
財
政

状
況
の
公
表
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
18
年
度
決
算
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町税

15 億 6,500 万円

（11.5％）

平
成
18
年
度
地
方
財
政
状
況
調
査(

普

通
会
計
）
に
よ
る
本
町
の
財
政
状
況

　

本
町
の
平
成
18
年
度
普
通
会
計
決
算
額

は
１
３
０
億
３
７
０
０
万
円
で
対
前
年
度

△
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
の
特
徴
と
し
て
は
、
歳
入
総
額
に

占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
が
２
１
．
３
％

と
極
め
て
低
く
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依

存
財
源
に
大
き
く
頼
っ
た
財
政
運
営
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
、
自
主
財

源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
は
歳
入
総
額
の
わ

ず
か
１
１
．
７
％
に
止
ま
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
は
そ
の
振
り
替
わ
り
で
あ
る
臨
時
財

政
対
策
債
と
合
わ
せ
る
と
５
２
．
１
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
歳
出
総
額
に
占

め
る
性
質
別
経
費
の
割
合
は
、
人
件
費
、

公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
４
０
．

３
％
で
、
投
資
的
経
費
を
除
く
そ
の
他
の

経
費
と
合
わ
せ
る
と
歳
出
総
額
の
８
２
．

７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

財
政
の
硬
直
化

　

さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
経
常
的
経
費
に
つ

い
て
は
全
体
の
６
９
．
４
％
を
占
め
、
こ

の
結
果
、
経
常
収
支
比
率
は
９
５
．
８
％

と
非
常
に
高
い
水
準
に
あ
り
、
財
政
の
硬

直
化
が
大
い
に
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
経
常
収
支
比
率
の
内
訳
で
は
、
高
い

順
か
ら
人
件
費
が
２
９
．
０
％
次
い
で

公
債
費
２
３
．
３
％
、
補
助
費
等
１
４
．

５
％
、
物
件
費
１
２
．
２
％
、
繰
出
金

１
２
．
０
％
と
続
き
、
人
件
費
と
公
債
費

の
比
率
が
高
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
い

え
ま
す
。

会計名 歳入合計額 歳出合計

国民健康保険 21 億　871 万円 19 億 8280 万円

老人保健 23 億 1015 万円 23 億 960 万円

介護保険 13 億 6126 万円 13 億 4843 万円

農林業集落排水事業 1億 8244 万円 1億 7982 万円

公共下水道事業 5億 8352 万円 5億 8061 万円

簡易水道事業 4億 7098 万円 4億 6015 万円

合計 206 億 402 万円 201 億 1726 万円

水道事業（企業会計） 2億　488 万円 2億 359 万円

※水道事業会計の赤字は損益勘定留保資金等で補填しました。

特別会計　特定の事業を行う場合に、一般会計と区別して経理する会計です。

労働費

4万円（0.0％）

繰入金

4億 3256 万円（3.2％）

繰越金

2億 6091 万円（1.9％）

諸収入

3億 3149 万円（2.4％）
地方交付税

64 億 7966 万円（47.7％）

町債

19 億 4270 万円（14.3％）

県支出金

8億 2166 万円（6.1％）

国庫支出金

6億 8188 万円（5.0％）

その他①（使用料ほか）

3億 6616 万円（2.8％）

その他②（地方譲与税ほか）

8億 1913 万円（5.1％）

※普通会計

普通会計とは、地方公共団体間

の比較や時系列比較が可能とな

るように地方財政統計上、統一

的に用いられる会計区分で、観

光事業会計を除外したもので

す。
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▼一般会計歳出決算額
132 億 5,582 万円

歳出

議会費

2億 592 万円（1.5％）

公
債
費
は
今
年
度
が
ピ
ー
ク

　

公
債
費
関
係
の
指
標
は
、
実
質
公
債
費

比
率
１
８
．
５
（
前
年
度
１
７
．
１
、
１
．

４
ポ
イ
ン
ト
増
）
、
公
債
費
比
率
１
３
．

９
（
同
１
３
．
２
、
０
．
７
ポ
イ
ン
ト
増
）
、

起
債
制
限
比
率
１
１
．
１
（
同
１
０
．

５
、
０
．
６
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
い
ず
れ
の

指
標
も
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。
普
通

会
計
の
起
債
償
還
金
は
本
年
度
を
ピ
ー
ク

に
平
成
19
年
度
以
降
は
減
少
の
見
込
み
で

す
が
、
実
質
公
債
費
比
率
は
３
か
年
平
均

指
数
の
た
め
次
年
度
以
降
も
起
債
許
可
団

体
と
な
る
基
準
の
１
８
．
０
を
越
え
る
こ

と
は
確
実
で
、
公
債
費
負
担
の
適
正
化
に

向
け
た
喫
緊
の
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
も
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
行

政
を
自
主
的
か
つ
総
合
的
に
広
く
担
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
安
全
で
安
心
な

社
会
の
形
成
、
循
環
型
社
会
の
形
成
、
活

力
あ
る
個
性
豊
か
な
社
会
の
形
成
、
参
加

と
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、
子
育
て
支

援
な
ど
次
世
代
を
拓
く
た
め
の
重
要
政
策

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
本
町
が
担
う
べ

き
役
割
と
財
源
の
確
保
が
ま
す
ま
す
重
要

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革

を
継
続
し
な
が
ら
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
堅

実
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
財
政
見
通
し
の
策
定
を
進
め
な
が
ら

財
政
健
全
化
の
努
力
を
維
持･

強
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「厳しい財政状況、地方分権の潮流の中で、今後も引

き続き歳出の削減を行うとともに、将来予測をつけな

がら、自立に向けた投資も臆せずに行っていきます。

マイナスと判断せざるを得ない状況をプラスに転じる

力が、この地域にはまだ潜在力として残っています。

そのことを信じ、堅実に財政の健全化を図ってまいり

ます。

職員には絶えず思考停止せず、また、自分の領域に踏

みとどまらず、領域を越えて地域社会の課題に組織一

丸となって取り組み、小さな成功例を重ねていってほ

しい。自らの使命や役割に気づき、役割を果せる、そ

ういう職員になることを期待したい。」

区 分 歳 出 決 算 額 構成比（％）

１．義 務 的 経 費 56 億 1968 万円 42.4

人 件 費 26 億 8904 万円 20.3

扶 助 費 4億 8851 万円 3.7

公 債 費 24 億 4212 万円 18.4

２．投 資 的 経 費 24 億 4829 万円 18.5

普 通 建 設 事 業 費 24 億 3873 万円 18.4

補 助 事 業 費 7億 5516 万円 5.7

単 独 事 業 費 15 億 6267 万円 11.8

県営事業負担金 15 億 6267 万円 0.9

そ の 他 55 万円 0.0

災害復旧事業費 956 万円 0.1

３．そ の 他 の 経 費 51 億 8783 万円 39.1

物 件 費 14 億 5676 万円 11.0

維 持 補 修 費 2億 9168 万円 2.2

補 助 費 等 17 億 4751 万円 13.2

積 立 金 6億 989 万円 4.6

投資及び出資金・貸付金 3274 万円 0.2

繰 出 金 10 億 4923 万円 7.9

合 計 132 億 5582 万円 100.0

一般会計歳出性質別決算額　

総務費

23 億 5745 万円（17.8％）

民生費

19 億 2817 万円（14.5％）

衛生費

12 億 9367 万円（9.8％）

労働費

4万円（0.0％）

農林水産業費

9億 4044 万円（7.1％）

商工費

5億 6597 万円（4.3％）

土木費

13 億 7629 万円（10.4％）

消防費

5億 9248 万円（4.5％）

教育費

5億 9248 万円（4.5％）

公債費

24 億 4212 万円（18.4％）

災害復旧費

952 万円（0.1％）

湯田芳博町長の財政状況についての　
　　　　コメントと職員に対する訓示

町長から職員に対し、財政状況についての講話がありました。

　　　　　　　　　　　　　　（10/31　ステーションプラザ）
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◆
総　

括

　

予
算
の
執
行
及
び
財
政
運
営
状
況
は
お

お
む
ね
適
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

◆
決
算
の
状
況

　

一
般
会
計
決
算
の
指
数
を
前
年
度
と

比
較
す
る
と
、

経
常
収
支
比
率
は
９
５

�

・

８

㌫
（

前

年

度

98
・

６

㌫

）

と
、

２
・
８
㌫
減
少
し
、
実
質
公
債
費
比
率
は

１
８
・
５
㌫
（
前
年
度
17
・
１
㌫
）
と
な
り
、

１
・
４
㌫
増
加
し
18
㌫
を
超
え
た
た
め
に

起
債
許
可
団
体
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
財

政
健
全
化
に
向
け
て
早
急
に
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
審
査
か
ら
見
る
財
政
状
況

◆
税
金
な
ど
の
未
納
額

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税
等
の
収
入
未
済

額
が
依
然
と
し
て
発
生
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
、
各
担
当
課
に
お
い
て
解
消
に
向
け

て
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま

す
が
、
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
る
の
で
各
担

当
課
の
連
携
に
よ
る
対
策
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

町
民
負
担
の
公
平
性
の
確
保
と
受
益
者

負
担
の
原
則
か
ら
、
未
納
対
策
な
ど
収
納

率
の
向
上
に
鋭
意
努
力
す
る
こ
と
を
求
め

ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
収
入
未
済
額
の
解

消
に
向
け
た
創
意
工
夫
、
滞
納
を
未
然
に

防
ぐ
防
止
策
と
不
納
欠
損
が
発
生
し
な
い

方
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

特
に
支
払
い
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
義
務
を
果
た
さ
な
い
悪
質
滞
納
者

に
対
し
て
は
、
公
平
・
公
正
を
期
す
た
め

断
固
と
し
た
態
度
で
臨
む
こ
と
を
求
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
行
政
へ
の
信
頼
に
も
関
わ

る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
十
分
留
意
さ
れ
、

収
納
率
向
上
対
策
に
格
段
の
努
力
を
望
み

ま
す
。

◆
公
債
費
（
借
入
金
）

　

一
般
会
計
の
町
債
現
在
高
（
借
金
額
）

は
、
平
成
17
年
度
末
か
ら
平
成
18�

年
度

末
で
、
２
億
５
１
４
万
８
千
円
減
少
し
、

特
別
会
計
で
は
同
じ
く
２
億
９
４
０
９
万

円
減
少
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
合
計
で
４
億
９
９
２
３
万
８
千
円
減

少
し
ま
し
た
が
、

実
質
公
債
費
比
率
は

１
８�

・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
町
村
が
合
併
し
て
１
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
合
併
の
目
的
の
一
つ
に
コ
ス
ト
削

減
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
コ
ス
ト
削
減

の
た
め
に
民
間
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
全

て
の
起
案
文
書
作
成
時
に
目
的
、
根
拠
、

実
施
方
法
の
検
討
を
行
い
、
さ
ら
に
数
値

目
標
を
設
定
し
て
書
面
に
残
し
、
中
間
で

目
標
と
実
績
の
比
較
を
行
い
、
目
標
達
成

が
危
ぶ
ま
れ
る
場
合
は
、
施
策
を
打
ち
出

し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
で
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ス
ト
削
減

に
努
力
し
、
町
債
残
高
と
実
質
公
債
費
比

率
の
減
少
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

◆
Ｏ
Ａ
化
の
推
進

　

行
財
政
改
革
の
中
で
総
合
的
な
０
Ａ
化

の
推
進
を
図
る
こ
と
は
、
人
員
の
削
減
効

果
と
削
減
に
よ
る
人
員
不
足
の
補
填
が
で

き
る
と
と
も
に
、
行
政
の
効
率
化
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。
現
在

各
課
で
も
っ
て
い
る
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
に
よ
り
、
行
政
コ
ス
ト
も
削
減
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
整
備
を
期
待
し
ま

す
。

◆
ま
と
め

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
財
政
力
指
数
や

経
常
収
支
比
率
、
公
債
費
比
率
等
の
指
数

か
ら
み
る
と
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
普
通
交
付
税

等
一
般
財
源
の
減
少
や
人
口
の
減
少
に
よ

り
、
財
政
の
見
通
し
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
り
、
行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
が

必
要
で
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
・
効
果
的
に
活

用
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
町
民
の
立

場
に
立
っ
た
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

南
会
津
町
の
実
現
に
向
け
て
努
力
さ
れ
る

こ
と
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

結
び
に
、
第
１
次
南
会
津
町
振
興
計
画

に
向
け
た
夢
と
希
望
の
あ
る
南
会
津
町
の

実
現
に
、
各
課
は
役
割
を
認
識
し
、
数
値

目
標
を
持
ち
、

着
実
に
目
標
達
成
に
向

か
っ
て
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

社
会
の
急
激
な
改
革
に
乗
り
遅
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
時
代
を
先
取
り
し
、
南
会

津
町
の
大
い
な
る
躍
進
を
願
い
決
算
審
査

の
意
見
と
し
ま
す
。

※
来
月
号
で
は
、
決
算
審
査
で
の
「
個
別

指
摘
事
項
」

と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま

す
。

代表監査委員　室井　良一
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Ｑ
．
平
成
18
年
度
決
算
状
況
の
ポ
イ
ン
ト

は
？

室
井　

や
は
り
実
質
公
債
費
比
率
と
経
常

収
支
比
率
が
非
常
に
高
い
、
と
い
う
点
で

す
。
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
か
ら
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
経
常
収
支
比
率
が
高

い
、
と
い
う
こ
と
は
弾
力
的
に
使
え
る
予

算
が
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

計
画
的
に
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て

も
同
様
に
計
画
的
に
改
善
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

 

Ｑ
．
そ
の
改
善
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
方
策
が
有
効
で
し
ょ
う
か
？

室
井　

町
の
財
政
は
予
算
を
中
心
と
し
た

運
営
方
法
で
す
の
で
、
実
質
公
債
費
比
率

と
経
常
収
支
比
率
の
目
標
計
数
を
主
体
に

予
算
編
成
を
行
い
、
検
証
を
重
ね
て
い
く

こ
と
で
す
。
予
算
と
決
算
の
比
較
だ
け
で

な
く
、
補
正
予
算
を
組
む
際
も
、
目
標
計

数
に
収
ま
っ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
財
政
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在
進
め
て
い
る
財
政

健
全
化
計
画
を
早
急
に
確
立
す
る
こ
と
の

必
要
性
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
審
査
の
中
で
「
Ｏ
Ａ
化
の
推
進
」
を

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
？
ま

た
、
そ
れ
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
が
期

待
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

室
井　

現
在
の
財
政
状
況
か
ら
い
っ
て
、

こ
れ
か
ら
は
職
員
の
減
少
は
あ
っ
て
も
増

員
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

■ INTERVIEW ～室井代表監査委員にお聞きしました～

ま
た
、
地
方
分
権
に
よ
り
仕
事
量
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
少
な
い
人
員

で
仕
事
量
を
こ
な
す
に
は
、
役
場
の
仕

事
の
効
率
を
良
く
し
て
い
く
こ
と
が
絶

対
条
件
に
な
り
ま
す
。
効
率
を
良
く
す

る
た
め
に
必
要
な
要
因
は
２
つ
あ
り
、

そ
の
１
つ
が
Ｏ
Ａ
化
の
推
進
で
す
。
Ｏ

Ａ
化
の
推
進
と
は
、
つ
ま
り
情
報
の
共

有
化
で
す
。
例
え
ば
、
役
場
で
は
多
く

の
量
の
文
書
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
諸

計
数
の
中
に
は
各
課
で
利
用
す
る
も
の

が
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
１
か
ら
作
成
す
る
と

時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
似
た
よ
う
な

文
書
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
れ
ば
そ
の
事

務
に
要
す
る
時
間
は
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
間
で
情
報
共
有
を
図
る

と
同
時
に
、
住
民
に
も
情
報
を
オ
ー
プ

ン
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
役

場
の
仕
事
は
町
民
か
ら
委
託
さ
れ
た
も

の
で
す
か
ら
、
個
人
情
報
以
外
は
オ
ー

プ
ン
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
の
要
因
は
職
員
個
人
の
レ

ベ
ル
の
向
上
で
す
が
、
職
員
個
人
の
レ

ベ
ル
を
高
く
す
る
こ
と
で
、
仕
事
の
効

率
が
上
が
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
早
急
に
人
事
考
課

制
度
を
確
立
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
．
職
員
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

室
井　

職
員
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
、
町

の
方
針
を
理
解
し
、
今
ま
で
以
上
に
能

動
的
・
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
総
合
振
興

計
画
を
理
解
し
、
計
画
に
準
じ
た
仕
事

を
徹
底
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

合
併
後
、
最
初
の
決
算
を
迎
え
、
町
で

は
総
務
課
財
政
係
を
中
心
に
財
政
状
況

改
善
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

①
財
政
健
全
化
計
画
ほ
か
の
策
定

　

実
質
公
債
費
比
率
が
17
％
以
上
、
経
常

収
支
比
率
が
85
％
以
上
の
団
体
に
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
町
で
は
今
年

度
中
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
が
18
％
以
上

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
実
質
公
債
費
比

率
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
現
在
、
町

で
は
今
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
、
策
定

中
で
す
。
こ
の
計
画
の
内
容
、
そ
の
実
施

役
場
・
職
員
の
取
り
組
み

状
況
等
が
勘
案
さ
れ
、
地
方
債
の
発
行
が

県
か
ら
許
可
さ
れ
ま
す
。
（
実
質
公
債
費

比
率
健
全
化
計
画
）

②
職
員
対
象
財
政
説
明
会
の
実
施

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
本
町
の
財
政
事
情

を
正
し
く
認
識
し
、
財
政
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
全
庁
的
に
進
め
て
い
く
た

め
、
全
職
員
を
対
象
の
財
政
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
会
で
は
、
①
平
成
18
年
度
決

算
概
要
、
②
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に

つ
い
て
、
③
交
付
税
の
概
要
及
び
頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
財
政

担
当
職
員
か
ら
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

職員対象財政説明会のようす
（10 月 26 日本庁）



平成 19 年 11 月号　広報みなみあいづ

0�

職種
第１次試験 第２次試験

試験日 受験者数 試験日 受験者数

高校卒
程　度

Ｈ 18. 9.17
35

Ｈ 18.10.27
７

高校卒程度

（土木）
４ ２

短大卒程度

（保健師）
Ｈ 18.11.11 ６ Ｈ 18.12.25 ３

①採用試験の実施状況（平成 18 年度）

歳出額（A) 人件費（B)
人件費率

（B/A)

130 億 3722 万円 26 億 8,900 万円 20.6％

①人件費と職員給与費の状況（平成 18 年度一般会計決算）

　（ア）人件費の状況

職員数
（A)

給与費 一人当たり給与費

（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B)

300 人 11 億 6,054 万円 1億 8,782 万円 4億 7,432 万円 18 億 2,269 万円 607 万円

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 335,431 円 367,021 円 42 歳 5 月

区分 採用 初任給 2年後の給料
経験年数
10 年

経験年数
15 年

経験年数
20 年

一般行政職
大学卒 170,200 円 182,200 円 290,300 円 327,100 円 359,300 円

高校卒 138,400 円 146,700 円 240,500 円 285,800 円 325,200 円

区分
採用者数

（Ａ）

退職者数

（Ｂ）
(A) － (B)

一般行政職 ４ 13 ▲９

保 育 士 ０ ２ ▲２

保 健 師 １ ０ １

合 計 ５ 15 ▲ 10

②採用職員と退職職員

（注）採用者数は、平成 19 年４月１日付新規採用者、退職

者は、平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日の退職者

を表します。（失職者は除く）

部　　門
職員数 対前年

増減数平成 18 年 平成 19 年

一
般
行
政

議会 4 3 ▲ 1

総務 67 74 7

税務 22 20 ▲ 2

民生 54 48 ▲ 6

衛生 23 23 0

農林水産 37 34 ▲ 3

商工 15 12 ▲ 3

土木 22 19 ▲ 3

小計 244 233 ▲ 11

特別
行政

教育 60 57 ▲ 3

小計 60 57 ▲ 3 

公営

企業等

水道 7 7 0

下水道 1 2 1

その他 10 13 3

小計 18 22 4

合　　計 322 312 ▲ 10

③部門別職員数の状況

（注）公営企業等のその他の職員は、国民健康保険事業

および介護保険事業に関する職員です。（教育長を含む）

Ⅱ 職員の給与の状況

Ⅰ 職員の任免と職員数に関する状況

（注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬を含

みます。

　（イ）職員給与費の状況

（注）職員手当てには、退職手当を含みません。

②職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成 19 年４月１日現在）

人事行政運営などの状況 についてお知らせします

（注）平均給与月額は、給与および職員手当（期末・勤勉手当および寒冷地手当を除きます）の合計額の平均月額です。

③職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 19 年４月１日現在）

④一般行政職の級別職員数の状況（平成 19 年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計標準的な
職務内容

主 事 副 主 査
主 査
係 長

課長補佐
主任主査
室長補佐

課　　長
室　　長
事務局長

参 　 事
支 所 長
課 　 長

職員数 14 人 21 人 106 人 59 人 26 人 10 人 236 人

構成比 5.9％ 8.9％ 44.9％ 25.0％ 11.0％ 4.2％ 100％

（注）本町の給与条例に基づく、給与表の職務の級区分による職員数です。
　　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

南
会
津
町
の
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
方
公
務
員
法
に
よ
り
そ
の
運
営
状
況

の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
本

町
で
も
南
会
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
で
、
年

１
回
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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人事行政運営などの状況 についてお知らせします
⑤職員手当の状況（平成 19 年４月１日現在）　※は平成 18年度実績

区分 南会津町 国 区分 南会津町 国

期
末
勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
特殊勤務
手 当

     5 千円／人※ －

６ 月 期 1.4 月分 0.725 月分 1.4 月分

同左

時 間 外
勤務手当

42 万 6 千円／人※ －
1 2 月 期 1.55 月分 0.725 月分 1.6 月分

合　計 2.95 月分 1.45 月分 3.0 月分
扶養手当

配偶者 13,500 円　／人
同左

退
職
手
当

支 給 率 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 その他  5,000 円～／人

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分

同左

住居手当  7 万 3 千円／人※ －

勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分 通勤手当  9 万 7 千円／人※ －

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分 管 理 職
手 当

33 万 5 千円／人※ －
最高限度 59.28 月分 59.28 月分

区分 給料・報酬月額 期末手当支給割合

町 長 795,000 円

 6 月期 1.6 月分

12 月期 1.7 月分

   計 　3.3 月分

副町長 636,000 円

教育長 596,000 円

議 長 314,000 円

副議長 243,000 円

常任委員 228,000 円

議 員 220,000 円

1週間の正規の勤務時間 40 時間

1 日の正規の勤務時間  8 時間

開始時刻 8時 30 分 休憩時間 12 時 15 分～ 13 時 00 分

終了時刻 17 時 15 分
有給休暇
平均取得率

9.8 日

有給休暇
取得率

24.9％

（注）有給休暇平均取得日数および有給休暇取得率は、平成 18
　　年 1月 1日から 12月 31 日までのものです。

⑥特別職の報酬等の状況（平成 19 年 4 月 1 日現在） Ⅲ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

①一般職員の勤務時間の状況および有給休暇取得状況

②職員の休暇

休暇の種類 付与日数

年次有給休暇
1年に 20 日間付与され、20 日を越えない
範囲内の残日数は翌年に繰り越し可能

主
な
特
別
休
暇

結婚休暇 7日以内

産前産後休暇 産前８週間、出産後８週間

妻の出産休暇 2日以内

育児時間休暇 5日２回 30 分以内（男女とも）

ボランティア休暇 5日以内

子の看護休暇 5日以内

忌引休暇 続柄により１～ 10 日

夏季休暇 5日以内

Ⅳ 職員の分限処分と懲戒処分の状況
平成 18 年度中、職員の分限処分、懲戒処分は

ありませんでした。

Ⅴ 職員の服務の状況

■平成 18年度中の育児休業取得職員･･･なし
■平成 18年度中の介護休暇取得職員･･･ 1 名

職務専念義務免除

承認件数 31 件

事由 各種健康診断の受診ほか

営利企業等従事許可

承認件数 なし

Ⅵ 職員の研修と勤務成績の評定の状況

①研修開催状況（平成 18 年度）

南
会
津
町
の
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
方
公
務
員
法
に
よ
り
そ
の
運
営
状
況

の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
本

町
で
も
南
会
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
で
、
年

１
回
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

件数 参加者数

19 67 人

②勤務成績の評定の状況

　各職員の年１回昇給時期に勤務成績の評定を

行っています。今後は、組織的・効率的な業務

遂行の推進や組織の活性化のために、職員の能

力開発と人材育成を図る新たな人事評価制度の

導入が必要とされ、調査・研究を行っています。

Ⅶ 職員の福祉と利益の保護の状況

①職員の健康の保持増進対策（平成 18 年度）

種類 受診者数

生活習慣病検診 315 人

人間ドック 142 人

その他の検診       24 人

②公務災害等の発生状況

　平成18年度中、公務災害はありませんでした。

Ⅷ 勤務条件に関する措置の要求の状況 ※ 1
　平成 18年度中の措置要求･･･なし

Ⅸ 不利益処分に関する不服申立ての状況 ※ 2

　平成 18年度中の不服申立て･･･なし

※ 1　勤務条件に関する措置の要求とは、職員が給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員

会に対して、地方公共団体の当局により適当な措置が取られるべきことを要求することができる制度

です。　※ 2　不利益処分は、職員の地位又はその身分の取り扱いに関しての意に反して行う不利益

な処分のことで、この処分に対する不服申立ては、処分があったことを知った日の翌日から起算して

60 日以内にしなければならず、処分があったことを知らなかった場合でも、処分があったことを知っ

た日の翌日から起算して１年を経過したときは、不服申立てをすることができない制度です。
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クラシックカーに町がわく
■10月 15 日　ラ・フェスタ　ミッレミリア

　国内最大の国際クラシックカーレース「ラ・フェ

スタ ミッレミリア 2007」が 10 月 13 日～ 16 日に

開催され、10 月 15 日には町内を訪れました。

　スタンプポイントとなった会津田島駅前ロータ

リーには保育園児やたくさんの町民が訪れまし

た。このレースにはタレントの西田ひかるさんや

東儀秀樹さんらも参加し、会場には大きな歓声が

上がりました。

秋空に歓声響く
■10月７日　田島商工紅葉祭

　田島地区 360 歳ソフトボール大会が行われ、田島

中学校女子ソフトボール部エースの渡部愛さん与

擁する田部チームが優勝しました。愛さんは、１回

戦から決勝まで４試合を一人で投げ抜く素晴らし

い活躍で、田部チームを優勝に導きました。

田部が優勝
■10月８日　田島地区 360 歳ソフトボール大会

　秋空が広がった 10 月７日、会津田島駅前広場で

田島商工紅葉祭が開催されました。

　商工会青年部主催のこのイベントでは、子供歌舞

伎の上演や藤好会の踊り発表、地区対抗綱引き大

会、ラムネの早飲み競争など、工夫を凝らしたイベ

ントが展開され、訪れた人を楽しませました。

明るく元気に
■10月４・５日　さゆりの里ゲートボール大会

国際交流で見聞広める
■ 10 月 22 日　南会津高校生が台湾高校生と交流

　10 月４・５日の２日間、南郷体育館前グラウン

ドでさゆりの里ゲートボール大会が行われました。

　大会には町内外から 18 チームが参加。普段の練

習の成果を発揮していました。なお、町内チームで

は第３位に川島チームが入賞したのが最高だった

ほか、福米沢チームがパーフェクト賞を獲得しまし

た。

　台湾の国立竹南高校が日本に修学旅行に訪れ、こ

の日は県立南会津高校を訪問し、２年生と交流を行

いました。

　はじめは互いに緊張して始まった交流も、時間の

経過とともに打ち解け、一緒に写真を撮ったりメー

ルアドレスの交換をしていました。

南会津観光公社職員から記念品を受け取る西田ひかるさん

盛り上がったラムネ早飲み競争 田部チームの皆さん

交流のようす（茶道を体験しました）18 チームが参加したさゆりの里ＧＢ大会
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　第 28 回伊南武道館少年剣道大会が１０月６、７日

の２日間に渡って伊南地域の伊南武道館、伊南地域交

流センターの２会場で実施されました。

　初日に行われた個人戦には約 160 名、大会二日目の

団体戦には 217 チーム、約 1,000 人が参加し、伊南武

道館主将の平野浩多くん（伊南中３年）の力強い選手

宣誓の後、各会場に分かれ、日頃鍛えた技を競い合っ

ていました。

　会場はチームを応援する剣士達や保護者であふ

れ、声援は早朝から大会終了まで響き渡っていま

した。

■個人戦中学女子の部　

　第３位　河村尚美（伊南武道館）

■団体戦中学女子の部

　準優勝　伊南武道館　第３位　檜沢中学校

災害時は助け合いを
■10月 20 日　台東区と災害時相互応援協定

剣道の里に剣士集う
■ 10 月 6・7日　第 28 回伊南武道館少年剣道大会

収穫の秋を満喫
■田島第二小学校・檜沢保育所

　友好都市東京都台東区がこのほど発足60年を迎え、

台東区と友好都市や姉妹都市関係を持つ当町をはじ

め６市町が、「災害時応援協定」を締結しました。

　これにより、万が一災害が発生した場合は、各自

治体が備蓄する食料や災害時用トイレなどの物資を

提供するほか、家屋の応急危険度判定のための資材

や職員を送ることになります。

　収穫の秋を迎え、町内のいたるところで稲刈りが

行われました。

　田島第二小学校５年生は、南会津農林事務所が主

催する「田んぼの学校」で春から稲作を体験してき

ました。春に一本一本植えた苗が稲穂をつけ、収穫

の時期を迎え、児童は農林事務所職員の指導を受け

ながら稲刈りを体験しました。

　また、檜沢保育所でも春に自分たちで田植えを行っ

た苗が収穫され、10 月 25 日、「祖父母と児童しんご

ろう交流会」でしんごろうを作り、食べました。中

には 3 個もしんごろうを食べる児童が出るなど、子

どもたちは笑顔で楽しく、おじいちゃん・おばあちゃ

んと収穫の楽しみを味わいました。

元気良く稲刈りを体験する児童

自分たちで育てたお米で作ったしんごろうは特別な味
選手宣誓する平野浩多くん

熱戦のようす

調印式後、固い握手
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舘
岩
地
域
赤
か
ぶ
物
語

赤
か
ぶ
と
舘
岩
地
域

　

舘
岩
地
域
は
標
高
６
０
０
ｍ
～
１
０
０
０

ｍ
と
い
う
、
厳
し
い
山
間
高
冷
地
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
そ
ば
、
粟
、
き
び
等

の
雑
穀
と
と
も
に
、
赤
か
ぶ
を
ご
飯
と
混
ぜ

た
り
副
食
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

赤
か
ぶ
と
舘
岩
地
域
の
関
係
は
長
く
、
由

来
は
３
０
０
年
以
上
前
に
遡
り
ま
す
。

赤
か
ぶ
の
由
来

そ
の
１　

「
平
安
末
期
、
平
氏
討
伐
に
失
敗

し
た
後
白
河
天
皇
の
第
二
皇
子
高
倉
宮
以
仁

親
王
が
越
後
へ
と
落
ち
の
び
る
途
中
、
舘
岩

村
に
潜
伏
し
、
手
厚
く
も
て
な
し
て
く
れ
た

村
里
へ
の
謝
礼
の
し
る
し
に
「
こ
れ
を
蒔
い

て
く
だ
さ
い
」
と
種
子
を
置
い
て
い
か
れ

た
」
と
い
う
説
。

そ
の
２　

「
旧
舘
岩
村
は
古
く
か
ら
木
地
師

の
里
。
戦
国
期
に
会
津
の
領
主
と
な
っ
た
蒲

生
氏
郷
が
故
郷
の
近
江
国
（
滋
賀
県
）
か
ら

多
く
の
木
地
師
た
ち
を
招
い
て
、
そ
の
木
地

師
が
、
持
ち
込
ん
だ
」
と
い
う
説
。

こ
の
２
つ
の
説
が
伝
え
ら
れ
、
長
い
歴
史
と

と
も
に
、
赤
か
ぶ
は
舘
岩
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

舘
岩
の
赤
か
ぶ

　

舘
岩
の
赤
か
ぶ
の
特
徴
は
何
と
言
っ
て
も

そ
の
鮮
や
か
な
色
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
赤
か

ぶ
は
、
他
の
地
域
で
栽
培
し
て
も
赤
く
な
ら

な
い
そ
う
で
、
実
に
郷
土
色
豊
か
な
特
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
根
の
よ
う
に
縦
に
面

長
で
、
や
や
先
が
太
く
、
ひ
げ
根
が
多
い
の

も
舘
岩
の
赤
か
ぶ
の
特
徴
で
す
。
舘
岩
で
は

古
く
か
ら
自
家
用
野
菜
と
し
て
栽
培
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
昭
和
60
年
に
「
舘
岩
赤
か
ぶ

生
産
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
「
雪
国
の
赤
い

糧
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
地
域
特
産

品
と
し
て
生
産
の
拡
大
を
開
始
し
ま
し
た
。

商
品
化
へ
の
取
り
組
み

　

「
赤
か
ぶ
」
と
聞
い
て
ま
ず
思
い
出
す
の

は
「
赤
か
ぶ
漬
」
で
し
ょ
う
。
こ
の
赤
か
ぶ

漬
の
商
品
化
は
、
旧
舘
岩
村
の
観
光
開
発
の

歴
史
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
最
も
大

き
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
56
年
の
た

か
つ
え
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
で
し
た
。
ス

　

舘
岩
地
域
の
秋
は
と
て
も
美
し
い
色
彩
に
染
ま
り
ま
す
。
山
々

は
黄
や
オ
レ
ン
ジ
に
、
大
地
は
稲
穂
の
黄
金
色
に
染
ま
り
、
さ
ら

に
赤
か
ぶ
が
鮮
や
か
な
赤
と
活
力
あ
る
緑
で
秋
の
彩
を
濃
く
し
ま

す
。

　

舘
岩
地
域
と
赤
か
ぶ
に
は
長
い
歴
史
と
ロ
マ
ン
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
歴
史
と
ロ
マ
ン
に
迫
り
ま
す
。
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キ
ー
場
が
で
き
た
こ
と
で
民
宿
や
ペ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
多
く
の
宿
泊
施
設
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
大
宮
市
（
現
さ
い
た
ま
市
）
と

の
交
流
を
中
心
に
、
積
極
的
な
誘
客
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
で
観
光
熱
は
一
気
に
加
熱

し
ま
し
た
。
ま
た
、
木
賊
・
湯
ノ
花
温
泉
を

含
め
た
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
や
自
然
の
豊
か

さ
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
62
年
に
は
農
村
ア
メ

ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
一
に
輝
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
特
産
で
あ
る
赤

か
ぶ
漬
を
村
を
代
表
す
る
土
産
品
に
育
て
よ

う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
商
品
開
発
が
始

ま
っ
た
の
で
し
た
。
開
発
は
生
産
組
合
と
業

者
の
共
同
で
行
わ
れ
、
つ
い
に
完
成
し
ま
し

た
。
そ
う
し
て
完
成
し
た
舘
岩
の
赤
か
ぶ
漬

は
、
当
時
の
自
然
食
ブ
ー
ム
、
全
国
的
な
地

域
特
産
品
ブ
ー
ム
と
あ
い
ま
っ
て
、
テ
レ
ビ

や
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
平
成
元
年

に
は
３
６
０
０
０
㌔
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

生
産
者
に
お
聞
き
し
ま
し
た

　

川
衣
地
区
の
橘
正
則
さ
ん
・
ヨ
シ
子
さ
ん

夫
妻
は
長
年
赤
か
ぶ
作
り
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
赤
か
ぶ
に
親
し
み
、

「
戦
時
中
は
畑
に
植
え
て
あ
る
赤
か
ぶ
を
抜

い
て
そ
の
ま
ま
食
べ
た
。
甘
く
て
お
や
つ
代

わ
り
だ
っ
た
」
（
ヨ
シ
子
さ
ん
）
そ
う
で
す
。

昭
和
58
年
か
ら
生
産
を
開
始
し
、
ピ
ー
ク
時

は
４
ａ
作
付
け
し
、
１
２
０
０
ｋ
ｇ
の
収
穫

を
得
ま
し
た
。
「
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
た
し
、

色
が
濃
く
、
質
の
い
い
赤
か
ぶ
が
育
っ
た
の

で
お
も
し
ろ
く
て
仕
方
な
か
っ
た
」
そ
う
で

す
。
「
舘
岩
の
赤
か
ぶ
は
柔
ら
か
く
て
歯
ざ

わ
り
が
い
い
の
が
特
徴
で
、
こ
の
地
域
の
気

候
や
土
質
が
生
み
出
す
、
ま
さ
に
こ
の
地
域

の
特
産
で
す
」
と
語
る
橘
さ
ん
夫
妻
の
表
情

か
ら
は
赤
か
ぶ
へ
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

　

橘
さ
ん
夫
妻
は
生
産
だ
け
で
な
く
、
採
種

も
行
い
ま
し
た
。
十
字
花
野
菜
と
交
配
し
や

す
い
赤
か
ぶ
は
、
交
雑
種
と
な
る
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
す
が
、
橘
さ
ん
夫
妻
の
作
る
種
は

舘
岩
の
赤
か
ぶ
本
来
の
色
と
形
を
保
ち
、
高

い
評
価
を
得
ま
し
た
。
収
穫
か
ら
調
整
、
植

付
け
、
刈
り
取
り
、
結
束
、
乾
燥
、
脱
穀
、

選
別
と
、
多
く
の
過
程
を
経
て
よ
う
や
く
作

ら
れ
る
大
変
な
作
業
で
す
が
、
橘
さ
ん
夫
妻

は
「
舘
岩
に
昔
か
ら
伝
わ
る
純
粋
な
赤
か
ぶ

を
育
て
た
い
」
と
い
う
一
心
で
取
り
組
ん
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
種
ま
き
を
２

週
間
間
隔
で
行
い
、
最
も
適
し
た
種
ま
き
時

期
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
自
家
用
の
み
の
栽
培
と
な
り
ま

し
た
が
、
赤
か
ぶ
へ
の
思
い
入
れ
は
誰
よ
り

も
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
「
自
分
た
ち
は

歳
を
と
っ
て
栽
培
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
に
は
ぜ
ひ
続
け
て

ほ
し
い
」
と
語
り
ま
す
。

赤
か
ぶ
の
こ
れ
か
ら

　

赤
か
ぶ
は
３
０
０
年
の
歴
史
の
中
で
、
多

く
の
生
産
者
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。
平
成
元
年
に
迎
え
た
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
、
生
産
者
も
出
荷
量
も
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
舘
岩
を
代
表
す
る
特
産
で
あ
る
こ
と

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
く
生
ま
れ
た
南
会
津
町
。
舘
岩
の
赤

か
ぶ
は
、
南
会
津
町
を
代
表
す
る
特
産
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
お
土
産
や
贈
り
物

に
、
赤
か
ぶ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

おいしい赤かぶの漬け方（赤かぶの即席漬け）

材料　赤かぶ　６kg　塩 200g　酢　２～３カップ　砂糖　500g

作り方

１．根部から茎を落としてよく洗う。

２．根部は長さ５cm、幅１～ 1.5cm の長さに切る。

３．茎は葉を除き、５cm の長さに切る。

４．根部と茎とを混ぜ合わせ塩を加える。

５．材料の２倍の重石で漬ける。

６. 一昼夜で漬樽からとり、ザルに移して汁気を切る。

７．「６」に酢と砂糖、漬汁を３カップ加える。

８．「７」を材料と同じ重さの重石で漬ける。

９．漬け直し後、７～８時間で食べられます。

※保存は５日が限度です。　※赤かぶは繊維と並行に切ることにより歯ざわりが良くなります。

鮮やかな赤い色と大根のように縦に面長で、やや先が太い

形状、ひげ根が多いのが舘岩の赤かぶの特徴です

橘正則さん・ヨシ子さん夫妻
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12

う
！

　

南
会
津
地
方
振
興
局

　
　
　
　
　

県
民
環
境
グ
ル
ー
プ

　

０
２
４
１

（62）
２
０
６
２

　

本
庁
環
境
水
道
課

　

０
１
４
１

（62）
６
１
４
０

　

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１

(78)
３
３
３
０

（
尾
瀬
国
立
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　

http://www.env.go.jp/park/oze/

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話
帳
を

配
達
・
回
収
し
ま
す　

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
で
は
、
12

月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
（
平
成

20
年
１
月
発
行
）
を
各
ご
家
庭
・
事
業

所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替
え
し
ま
す
の

で
、
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護
と
し

て
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か
ら
新
し
い

電
話
帳
を
作
る
「
電
話
帳
循
環
型
リ
サ

イ
ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
時
等
で
配
達
員
に
古

い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
後

日
改
め
て
回
収
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、

下
記
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
届
け
す
る
電
話

帳
の
変
更
や
配
達
冊
数
の
変
更
に
つ
き

ま
し
て
も
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

▼
そ
の
他

　

希
望
す
る
保
育
所
が
定
員
を
超
え
て

い
る
時
、
あ
る
い
は
、
調
査
の
結
果
、

家
庭
で
の
保
育
が
可
能
と
判
断
さ
れ
た

時
等
は
、
入
所
で
き
な
い
場
合
や
希
望

す
る
保
育
所
を
変
更
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
、
各
保
育

所
に
「
保
育
所
入
所
案
内
」
を
準
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

保
育
所
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入

所
希
望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
気

軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

《
す
く
す
く
広
場
》

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時

　

第
１
火
曜
日　

町
立
田
部
原
保
育
所

　

第
２
火
曜
日　

町
立
ひ
か
り
保
育
所

　

第
３
火
曜
日　

町
立
檜
沢
保
育
所

《
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
》

「
ひ
ま
わ
り
」　

町
立
荒
海
保
育
所

　

月
曜
日
～
土
曜
日　
　
　
　
　
　
　

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

　

火
曜
日
、
金
曜
日
は
、
午
後
も
開
所

　
　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

「
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
」
田
島
保
育
園　

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

※
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
で
は
、
育
児
相

談
・
電
話
相
談
・
出
前
保
育
・
出
前
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

０
２
４
１

（62）
６
１
７
０

　

舘
岩
総
合
支
所
住
民
課

　

０
２
４
１

（78）
３
３
２
５

　

伊
南
総
合
支
所
住
民
課

　

０
２
４
１
(76)
７
７
１
４

　

南
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
(73)
２
７
８
８

尾
瀬
国
立
公
園
で
の
各
種
行
為
に

つ
い
て

　

去
る
８
月
30
日
、
日
本
で
29
番
目
の

国
立
公
園
と
し
て
「
尾
瀬
国
立
公
園
」

が
誕
生
し
、
田
代
山
、
帝
釈
山
、
会
津

駒
ヶ
岳
及
び
こ
れ
ら
の
周
辺
地
域
が
新

た
に
国
立
公
園
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　

国
立
公
園
は
「
日
本
を
代
表
す
る
傑

出
し
た
自
然
の
風
景
地
」
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
公
園
内
に
お
い
て
、
建
物
や

道
路
を
つ
く
っ
た
り
、
木
を
切
っ
た
り
、

動
植
物
を
採
取
す
る
な
ど
、
自
然
や
景

観
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行

為
を
行
う
場
合
に
は
、
事
前
に
、
許
可

申
請
や
届
出
と
い
っ
た
手
続
を
経
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
立
公
園
は
、
重
要
度
に
応
じ
て
、

特
別
保
護
地
区
、
特
別
地
域
（
第
１
種

～
第
３
種
）
な
ど
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
地
域
ご
と
に
許
可
や
届
出
の

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
や
具
体
的
な
手
続
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
下
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

す
ば
ら
し
い
自
然
を
後
世
に
残
す
た

め
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ

▼
申
込
方
法

　

入
所
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
役
場
健
康
福
祉
課
・
各
総
合
支

所
（
南
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
、
各

保
育
所
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
み
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

　

児
童
の
状
況
等
を
お
聞
き
し
ま
す
の

で
、
申
込
み
に
は
、
必
ず
保
護
者
の
方

が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
入
所
定
員

【
田
島
地
域
】

□
町
立
ひ
か
り
保
育
所
（
本
町
）
90
名

□
町
立
荒
海
保
育
所
（
関
本
）　

 
60
名

□
町
立
檜
沢
保
育
所
（
静
川
）  
45
名

□
町
立
田
部
原
保
育
所
（
田
部
原
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

60
名

□
社
会
福
祉
法
人
常
真
会

　

田
島
保
育
園
（
丹
藤
）　

 

１
２
０
名

【
伊
南
地
域
】

□
伊
南
保
育
所
（
古
町
）　

   　

60
名

【
南
郷
地
域
】

□
山
口
保
育
所
（
山
口
）　
　
　

 

60
名

□
富
田
保
育
所
（
下
山
） 

　

  
 

60
名

▼
保
育
料

　

児
童
の
年
齢
（
学
齢
）
と
児
童
と
同

居
す
る
世
帯
の
扶
養
義
務
者
（
父
母
、

養
父
母
等
）
の
所
得
税
、
住
民
税
の
課

税
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

保
育
所
か
ら

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

平
成
20

年
度
保
育
所
入
所
児
童
の

募
集
及
び
子
育
て
支
援
事
業
に
つ

い
て

入
所
児
童
の
募
集

　

平
成
20
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を

下
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
保
育
に

欠
け
る
児
童
の
保
護
者
の
方
は
、
受
付

期
間
内
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

各
地
域
い
ず
れ
の
保
育
所
に
も
入
所
が

可
能
で
す
。

▼
保
育
所
と
は

　

保
護
者
が
仕
事
や
病
気
・
ケ
ガ
、
母

親
の
出
産
、
病
人
の
看
護
を
し
て
い
て

保
育
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
、
保
護
者

に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

平
成
19
年
12
月
14
日
（
金
）
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

　

お
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
入
所
申
込
書

　

入
所
申
込
書
は
、
役
場
健
康
福
祉

課
・
各
総
合
支
所
、
ま
た
は
各
保
育
所

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問

問℡

℡℡ 問

℡

℡ 問問

℡℡ ℡問問 問
ご
協
力
く
だ
さ
い
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６
月
20
日
か
ら
建
築
確
認
・
検
査

の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た
～

　

一
昨
年
11
月
に
発
覚
し
た
構
造
計
算

書
偽
装
事
件
の
よ
う
な
問
題
を
二
度
と

起
こ
さ
な
い
よ
う
、
昨
年
の
通
常
国
会

に
お
い
て
、
「
建
築
確
認
・
検
査
の
厳

格
化
」
を
大
き
な
柱
と
す
る
建
築
基
準

法
等
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
去
る
６

月
20
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
築
確
認
・
検
査
は
、
建
築
物
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
手
続
き

で
、
直
接
に
は
、
設
計
者
や
工
事
施
行

者
の
方
々
が
対
応
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
建
築
主
の
皆

様
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

１
．
建
築
確
認
・
検
査
の
厳
格
化
の
概

要
（
１
）
構
造
計
算
適
合
性
判
定
制
度
の

導
入

　

高
度
な
構
造
計
算
を
行
う
建
築
物

（
一
般
的
に
は
一
定
の
高
さ
以
上
等
の

建
築
物
が
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
比

較
的
小
規
模
な
建
築
物
で
も
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）
に
つ
い
て
は
、

第
三
者
機
関
に
よ
る
構
造
審
査
（
ピ
ア

チ
ェ
ッ
ク
）
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
審
査
期
間
の
延
長　
　

構
造
計

算
適
合
判
定
制
度
の
導
入
等
に
伴
い
、

建
築
確
認
の
審
査
期
間
が
延
長
さ
れ
ま

し
た
。
（
21
日
間
→
35
日
間
、
た
だ
し
、

詳
細
な
構
造
審
査
を
要
す
る
場
合
に
は

最
大
で
70
日
間
）

（
３
）
指
針
に
基
づ
く
厳
格
な
審
査
の

標
準
営
業
約
款
制
度
「
Ｓ
マ
ー
ク
」

を
ご
存
知
で
す
か
！

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
に

資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ

て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
「
理
容

店
」
、
「
美
容
店
」
、
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」
、

「
め
ん
類
飲
食
店
」
、
「
一
般
飲
食
店
」
で

は
、
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安
心

を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

　

詳
し
く
は

（財）

福
島
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
５
２
５
）
４
０
８
５

今月の納税

　11月30日（金）納期の町税は

　　国民健康保険税　５期　です。

　　　　　忘れずに納税しましょう

納税に関するお問い合わせは

　　　　本庁税務課収税係　℡ 0241-62-6110

℡ 消
費
者
を
守
り
ま
す

種
別
等

19 年
発生

18 年
発生

刑法犯

侵
入
盗

　
　

（
空
き
巣
等
）

12

18

乗
物
盗

　
　

（
自
転
車
等
）

４

７

車
上
ね
ら
い

８

９

自
販
機
ね
ら
い

２

１

そ
の
他

23

29

事故関係

人
身
事
故
件
数

28

52

死
者

２

２

負
傷
者

37

73

物
損
事
故

249

298

遭難

死
者

２

０

負
傷
者

１

１

無
事
救
出

１

３

南会津警察署から「南会津町の事件事故発生状況について」

■空き巣、忍び込みなどの発生が予想 

　されます。外出、就寝時は必ず戸締

　りをしてください。

■交通事故の約 40％が 65 歳以上の高

　齢者が当事者となっています。高齢

　者の交通事故防止に努めてください。

■登山、山菜採りによる事故が多発し

　ています。十分に注意してください。

南会津警察署　℡ 0241-62-1140

実
施

　

従
来
、
設
計
者
の
チ
ェ
ッ
ク
が
不
十

分
な
設
計
図
書
で
あ
っ
て
も
、
審
査
段

階
で
の
補
正
が
幅
広
く
認
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
軽
微
な
不
備
を
除
き
、
設

計
図
書
に
法
令
に
適
合
し
な
い
箇
所
や

不
整
合
な
箇
所
が
あ
る
場
合
に
は
、
再

申
請
を
求
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
設
計
内
容
の
変
更
を
行
う
場
合
に

は
、
軽
微
な
変
更
を
除
き
、
当
該
部
分

の
工
事
前
に
計
画
変
更
の
確
認
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と

を
徹
底
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
建
築
確
認
・
検
査
の
手
数
料

は
、
特
定
行
政
庁
（
自
治
体
）
や
指
定

確
認
検
査
機
関
（
民
間
）
が
そ
れ
ぞ
れ

定
め
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
の
措
置
に
伴
い
、
所

要
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
建
築
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い

（
１
）
設
計
条
件
や
要
求
事
項
に
つ
い

て
、
設
計
者
と
事
前
に
綿
密
に
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
、
意
匠
・
構
造
・
設
備
の

整
合
性
の
と
れ
た
設
計
図
書
に
よ
り
確

認
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
設
計
図
書
の
作
成
や
確
認
申
請

の
手
続
き
（
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の

対
象
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
手
続
き

も
含
み
ま
す
。
）
に
必
要
な
期
間
を
考

慮
し
て
、
で
き
る
だ
け
余
裕
の
あ
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

（
３
）
設
計
内
容
の
変
更
を
行
う
場
合

は
、
軽
微
な
変
更
を
除
き
、
計
画
変
更

の
確
認
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
、
当
初
の
建
築
確
認
申
請
の
段

階
で
設
計
内
容
を
十
分
に
詰
め
て
お
く

と
と
も
に
、
設

計
内
容
の
変
更

を
検
討
す
る
場

合
は
、
工
事
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

へ
の
影
響
に
つ
い
て
十
分
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
土
交
通
省
住
宅
建
築
局

建
築
主
の
皆
さ
ん
へ

　12 月の町長室へどうぞ

12 月 ６ 日（木）

　午前　南郷地域　午後　伊南地域

12 月 25 日（火）

　午前　舘岩地域　午後　田島地域

詳しくは･･･本庁企画観光課　℡ 0241-62-6200

休日納税相談窓口を開設します

■開設日

11 月 25 日（日）

12 月 23 日（日）

お気軽に相談ください。

本庁税務課収税係

℡ 0241-62-6110
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日 程 健 診 名 受付時間 会 場 対 象 者

11 月 21 日 水 ３- ４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 保健センター

（御蔵入交流館内）

平成 19 年７月生まれ

11 月 28 日 水 １歳６か月児健康診査

12：30 ～ 13：00

平成 18 年５月生まれ

12 月 4 日 火 ２歳児歯科健康診査 南郷保健福祉センター
伊南・南郷地域のお子さん

平成 17 年８～ 12 月生まれ

12 月 12 日 水 １歳６か月児健康診査 保健センター

（御蔵入交流館内）

平成 18 年６月生まれ

12 月 19 日 水 ３－４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成 19 年８月生まれ

日 程 相 談 名 受付時間 会 場 対 象 者

11月 22日 木 12－ 13か月児健康相談

13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

田島地域のお子さん

平成 18 年 10 ～ 11 月生まれ

12月 13日 水 ６- ７か月児健康相談
田島地域のお子さん

平成 19 年５月生まれ

12月 14日 金
６- ７か月児健康相談

12－ 13か月児健康相談
9：30 ～ 9：45 伊 南 会 館

伊南・南郷地域のお子さん

平成 19 年５～６月生まれ

平成 18 年 11 ～ 12 月生まれ

 就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。 		

　お子さん同士、 お母さん同士の情報交換、 交流

の場としてお気軽にご利用ください。  

◆乳幼児健康診査

◆乳幼児健康相談

保健センター開放日

保健センター （御蔵入交流館内） 健診ホール開放日

　　12 月 14 日 （金）　　　　　　　９ ： ３０～ 11: ００

伊南保健センター 「すこやか」 開放日			 

　　毎週火曜日	    　　　　　　　　　　10 ： 00 ～ 12 ： 00

このページの記事に関するお問い合わせは ・ ・ ・

　　　田島地域　南会津町保健センター　℡０２４１－６２－６１８０

　　　舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡０２４１－７８－３３２５

　　　伊南地域　伊南保健センター　　　　　℡０２４１－７６－７１２１

　　　南郷地域　南郷保健福祉センター　℡０２４１－７３－２７８８

※地域の指定のないものは全地域対象です。

◆献血のお知らせ

12 月に町内で行われる献血は、下記のとおりです。
今、医療現場で求められているのは、90％以上が、輸血を受ける患者さんにとって、
安全性が高く副作用の少ない『400 ｍ L 献血』です。皆さんの温かいご協力をお願い
します。

12 月 14 日（金）

 住田光学ガラス 12:00 ～ 13:30

 田島高等学校　 14:00 ～ 16:30

11・12 月の健診（検診）のご案内
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11 月・12 月の日曜当番医
　11 月 18 日　芳賀医院（下郷町） ℡ 0241-67-2128

　　　 25 日　長谷川医院　　　　 ℡ 0241-62-0032

　12 月 ２日　馬場医院　　　　　 ℡ 0241-62-0141

　12 月 ９日　なかやクリニック　 ℡ 0241-73-2036

 　    16 日　きむらクリニック　 ℡ 0241-62-5576

 　    23 日　佐藤医院（下郷町）　℡ 0241-67-2134

　　　 30 日　高橋医院　　　　　 ℡ 0241-62-0040

※午前中のみの診療となります。ご注意ください。

　

み
な
さ
ん
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
普

通
の
か
ぜ
が
ど
う
違
う
か
知
っ
て
い
ま
す

か
？

　

普
通
の
か
ぜ
の
症
状
は
、の
ど
の
痛
み
、

鼻
水
、
く
し
ゃ
み
や
咳
（
せ
き
）
な
ど
が

中
心
で
、
全
身
症
状
が
出
た
り
、
重
症
化

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
は
、
普
通

の
か
ぜ
の
症
状
に
加
え
て
、
38
度
以
上
の

発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の

全
身
の
症
状
が
強
く
み
ら
れ
ま
す
。
時
に

は
、
重
症
化
、
合
併
症
を
も
引
き
起
こ
す

恐
れ
の
あ
る
感
染
症
で
す
。		



				





　

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
の
た
め
に

は
、
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
と
っ
て
抵
抗

力
を
つ
け
る
こ
と
や
人
ご
み
を
避
け
た

り
、
外
出
し
た
後
は
し
っ
か
り
と
手
洗
い

う
が
い
を
す
る
等
し
て
ウ
イ
ル
ス
に
接
触

し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
こ

れ
に
加
え
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
大
変
効
果
的
で
す
。	

　　

町
で
は
、
特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
と
き
に
重
症
化
し
や
す
い
高
齢
の

方
や
心
臓
や
肺
の
病
気
を
持
つ
人
な
ど
に

対
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
券

を
配
布
し
て
い
ま
す
。接
種
券
を
使
う
と
、

以
下
の
と
お
り
接
種
料
金
の
一
部
が
助
成

さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

～
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　

予
防
接
種
券
に
つ
い
て
～	

１
．
対
象
者
：
65
歳
以
上
の
方
（
心
臓
等

の
臓
器
に
障
害
の
あ
る
場
合
は
60
～
64
歳

の
方
も
含
む
）				






				





２
．
期
間
：
平
成
19
年
11
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　

～
平
成
20
年
１
月
31
日
（
木
）	

３
．
料
金
：
１
０
０
０
円
（
生
活
保
護
の

方
は
４
０
０
０
円
）
を
限
度
と
し
て
経
費

の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

料
金
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。		



※
す
で
に
、
６
５
歳
以
上
の
方
に
は
全
て

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
０
～
６
４
歳
の

方
（
心
臓
等
の
臓
器
に
障
害
の
あ
る
方
に

限
る
）
は
接
種
券
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、
普

通
の
風
邪
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　10 月 22 日、第３回健康体操教室が南郷地域木伏

地区で行われました。今回行われた教室は「操体法」

と呼ばれる、肩こり、腰痛、膝痛を改善する体操で、

会津若松市在住の中村秀郎先生から指導を受けまし

た。

　操体法とは、身体のゆがみをとる健康法で、うつ

伏せや仰向けの状態で簡単な動きを行い、筋肉を刺

激し、身体のバランスを良くします。

　４地域それぞれ３回ずつ教室は行われ、この日木

伏地区で受講した皆さんは中村先生の楽しい指導の

もと、笑顔いっぱいで運動を行いました。受講生の

一人は「簡単な運動なので続けられる。この運動を

すると身体が楽になるので、続けたい」と語りまし

た。

みんな笑顔で元気に　高齢者健康教室

つどいの広場ｉｎ西部地域
みなさんが気軽につどえる場所です。

【開催日】午前 10 時～午後２時

舘岩地域（保健センター）：11/20（火）・12/4（火）・1/15（火）

伊南地域（伊南会館）　 :11/19（月）・12/18（火）・1/15（火）

南郷地域（ふれあいセンター）：11/20（火）・12/11（火）・1/22（火）

※会費は無料です。

※お弁当・おやつはご持参ください。

問い合わせ：南会津ファミリーサポート 星まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 080-1824-6089　
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　子育て応援パスポート事業とは、子育て家庭を社会全体で応援するため、企業・店舗・

福島県・市町村が協働で取り組む事業です。

　子育て家庭を応援するために、子どものいる家庭に「ファミたんカード」を交付し、

協賛企業・店舗の協力で、さまざまなサービスを受けられるようにするものです。ステッ

カーが提示された協賛店でパスポートを提示すると、各店のサービスを受けることがで

きます。（※事業の開始は平成 19 年 12 月１日（土）です。）

福島県子育て応援
パスポート事業
福島県子育て応援
パスポート事業
福島県子育て応援
パスポート事業

愛称

ファミたんカード
12月１日（土）開始

今年もスキーシーズン到来

　４スキー場共通シーズン券で南会津の冬を満喫しよう！
　今年も南会津町４スキー場の共通シーズン券が発売と

なりました。

　町民限定で発売されるこのシーズン券は、大人 15,000

円、小人（高校生以下）5,000 円と、大変お買い求めや

すい価格となっています。ぜひ、お買い求めいただき、

南会津町の自慢の一つである４スキー場を体験されてみ

てはいかがでしょうか。

　発売場所や詳しい内容は各スキー場へお問い合わせく

ださい。

会津高原だいくらスキー場　℡ 0241-64-2121

会津高原たかつえスキー場　℡ 0241-78-2220

会津高原高畑スキー場　℡ 0241-76-2231

会津高原南郷スキー場　℡ 0241-73-2111

ファミたんカード利用者の皆さまへ

ファミたんカードを

利用できる人

● 18 歳未満（※）の子どもがいる家庭（家庭に１枚交付）

● 18 歳未満の子どもと同居されている親族の方は、どなた

　でも利用できます。ただし、協賛企業によっては子ども　

に限定したサービスを提供する場合があります。

　※ 18 歳の誕生日を過ぎて最初の 3月 31 日までは対象となります。

●南会津町では、11 月中に対象世帯に対し、カードを交付

　する予定です。

　※ 12 月 1 日以降に出生等で対象となる場合は申請が必要

　　となります。

ファミたんカードの

交付申請

ガイドブックについて

●ファミたんカードとあわせて協賛店舗等を紹介したガイド

　ブックを配付します。

　また、県庁のホームページ等でも検索できるようにします。

　http://www.pref.fukushima.jp/angelnet/kosodate_ouen/

　passport_index.html

詳しくは･･･

    本庁健康福祉課社会福祉係 　℡ 0241-62-6170　舘岩総合支所住民課健康福祉係　℡ 0241-78-3325

　  伊南総合支所住民課住民生活係　℡ 0241-76-7714　南郷総合支所南郷保健福祉センター ℡ 0241-73-2788
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　10 月 20 日に開催された会津高原たていわ新そば祭り

には、県内外から 340 人の方が参加し、そば・赤かぶ

など秋の舘岩の味覚を堪能しました。

　そばは練り、延ばし、裁ちを経て麺ができます。全

ての過程で集中力が必要ですが、さらに茹で加減ひと

つで味が変わってしまうという、とても繊細な食べ物

です。そば打ち名人は午前 11 時の開始から終了まで気

の抜けない時間が続きましたが、たくさんのおいしい

そばを提供し続けました。名人曰く、お客様から「お

いしかった」と言われることが何よりの励みとなるそ

うです。

　名人の皆さん、おいしいおそばを「ごちそうさまで

した」。

新そばがおいしい季節です
■10月 20 日　会津高原たていわ新そば祭り

秋の舘岩路をランナーが駆け抜ける
■ 10 月 14 日　第 22 回ゴーマン杯

　　　　　　　　　　ふるさと健康マラソン大会

　22 回目を迎えたゴーマン杯ふるさと健康マラソン大

会が開催され、約 500 名のランナーが紅葉に染まる秋

の舘岩路を駆け抜けました。（成績は以下の通り優勝者

のみ）

■小学男子１・２年の部

　　　　　　　　星　　拓夢（伊南小学校）

■小学男子３・４年の部

　　　　　　　　渡部　峻大（荒海小学校）

■中学男子の部　近藤　　健（南郷中学校）

■中学女子の部　馬場　夕奈（南郷中学校）

みんなで自然を楽しむ　
■10月 28 日　南会津ウォーク＆フェスティバル

ウォーク＆フェスティバルが山村道場をメイ
ン会場に行われ、約 300 名が参加しました。

写真①参加者は５km・８km・13km のコースをそれぞれ完歩

しました。　写真②コースには「リンゴプレゼント」のコー

ナーがあり、参加者を喜ばせました　写真③郷土芸能発表で

は、久川城太鼓、湯ノ花神楽、鴇巣早乙女踊り、田島祇園太

鼓が発表されました

①

②③

水引 10 人芸の発表がありました
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　映画上映会「口裂け女」

～南会津町で撮影されました～

　12 月 1 日（土）
午前の部 10：00 開演（9：30 開場）

午後の部13:00開演(12:30開場)

□入場無料（※ PG ｰ 12 指定）

□問い合わせ：

　ふるさと南会津ロケ誘致ネッ

　トワーク事務局

　℡ 0241-78-7080

02 第２回町民手づくり公演

♪クラシックの祭典♪

　11 月 25 日（日）
　　13：00 開演（12：30 会場）

 □町内文化団体の合同発表会

　　（吹奏楽・合唱 etc）

 □入場料無料

 □問い合わせ：御蔵入交流館

　 ℡ 0241-62-6311

01

11/12月の公演

　JA 会津みなみ女性部

　家の光大会・交流会

 12 月７日（金）
　10：00 開演（9:30 開場）

□入場料無料

□問い合わせ：

　JA 会津みなみ地域対策課

　℡ 0241-63-1179

03

　第３回町民手づくり公演

『バンド天国』

　12 月９日（日）
　　13：00 開演（12：30 開場）
 □町内文化団体の合同発表会

　（ロックバンドやゴスペル etc）

 □入場料無料

 □問い合わせ：御蔵入交流館

　 ℡ 0241-62-6311

04 　たじまハートフル

　　　　コンサート Vol. Ⅳ

　12 月 23 日（日）
　15：00 開演（14：30 開場）

□入場料 大人 1,000 円

　　　　 小人   500 円

□出演者 佐々木京子（ピアノ）

　　　　 永井由比（フルート）

　　　　 丸山　勉（ホルン）

□共　演 田島吹奏楽団ほか

□問い合わせ：御蔵入交流館

　℡ 0241-62-6311

05 【チケット販売情報】

『アコースティックナイト

　　　　　　　　Ｉｎ南会津』

□出　演 伊勢正三・太田裕美

　　　　 大野真澄

□公演日 2008 年３月 22日（土）

　　　16:00 開演（15:30 開場）

□入場料 4,500 円〈全席指定〉

□チケット販売方法

12 月 16 日（日）9：00 より

御蔵入交流館にて販売します。

（お一人様 4 枚まで購入可能。

お電話による予約・販売はでき

ません。）

□問い合わせ：御蔵入交流館

　℡ 0241-62-6311

℡ 0241-62-6311

※ PG ｰ 12 指定とは、映倫維持委員会
が定める、12 歳未満（小学生以下）
の鑑賞には成人保護者の同伴が適当
とされる規定です。

第 19 回市町村対抗県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）

　　今年も地域の名誉をかけ走ります！
みなさん、応援ください！

　今年で 19 回目を迎える市町村対抗県縦断駅伝競走大会が 11 月 18 日（日）に開催されます。

コースは、白河総合運動公園陸上競技場をスタート地点に、ゴールとなる福島県庁まで、16

区間、96.2 キロをタスキでつなぎます。

　2 回目の出場となる南会津町チームも、上位進出を目指し、練習に励んでいます。皆さん、

応援よろしくお願いします。

■テレビユー福島放送予定■

11/17（土）　午後     「登場！わがまち駅伝チーム」

11/18（日）　7：30 ～　「ふくしま駅伝スタート

　　　　　 11：24 ～　「ふくしま駅伝速報」

　　　　　 12：54 ～　「ふくしま駅伝レース後半中継録画」

■スタッフ・選手紹介■

監　督　廣野友一郎（町教育委員会）

コーチ　山越　一幸（根本商会）

コーチ　山田　博章（南郷中教諭）

１　区　高橋　里実（葵高２年）

２　区　湯田　和樹（会津工高３年）

３　区　渡部　良太（荒海中３年）

４　区　大山　大輔（田村高２年）

５　区　渡部　淳也（田村高１年）

６　区　阿久津秀幸（国際武道大2年）

７　区　近藤　　健（南郷中３年）

８　区　星　　裕也（檜沢中３年）

９ 区　馬場　夕奈（南郷中３年）

1 0 区　猪股　　理（舟形町教育委員会）

1 1 区　星　香奈子（会津学鳳高３年）

1 2 区　渡部　雅斗（会津学鳳高２年）

1 3 区　室井文比呂（会津工高２年）

1 4 区　宝田　皓介（会津学鳳高２年）

1 5 区　斎藤　由紀（南郷中１年）

1 6 区　渡部　一人（東京工大２年）

※変更になる場合があります。
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蒸
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サ
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ま
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に
述
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を
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な
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と
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ミ
ュ
ー
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カ

ル
や
演
劇
の
世
界
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進
み
た
い
と
希
望
す
る

子
ど
も
た
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が
数
名
出
て
き
た
こ
と
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し

い
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と
の
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と
つ
で
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な
い
で
し
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う
か
。

今
後
の
自
主
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
益
々
の
期

待
と
活
躍
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
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会
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委
員　
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井　

実
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寄稿 文化芸術特報！「文化ホール自主公演について」

共に生きる南会津セミナー
平成19年度　第４回

日時：平成 19 年 12 月１日（土）13：00 ～ 16：00

会場：御蔵入交流館

内容：シンポジウム（共に生きる南会津、生涯をつなぐ！）

　　 基 調 講 演（地域支援連携のあり方を問う）

　　　講師：東京農業大学バイオセラピー学科教授　滝坂　信一氏

主催：南会津地方振興局・南会津保健福祉事務所・南会津教育事務所

参加申込・問い合わせ：南会津特別支援教育センター　電話 0241-62-5255

　「南会津を考える会」では、関係機関がどのように連携して障害の

ある皆さんの支援を進めればよいのか、あるいは地域の中ではどの

ような支援が必要なのかという視点で、シンポジウムを開催します。

　たくさんの方々にご参加いただき、みんなで支援のあり方について

考えてみましょう。
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町文化財に関するお問い合わせは

教育委員会文化振興係　℡ 0241-62-6311

知っていますか？　まちの文化財　パートⅧ　伊南地域
◆泉光寺きん子（せんこうじ きんす）

所有者：泉光寺（舘岩地域）

千
楽山泉光寺は、浄土真宗高田派の寺院で、開基までは遡

ることはできませんが、『新編会津風土記』に、弘治元

(1555) 年に僧源龍が中興したという記述がある由緒ある寺院

です。

こ
こにあるきん子は一般的な青銅製の物とはと異なり、赤

銅製の打ち出しでつくられたたいへん珍しいものです。

き
ん子の縁には、「康永二揆末年（1343）五月泉光寺」の

銘文が刻まれており、南北朝時代初期にあたり、全国

的に見ても最古の部類にはいります。法量は、総高 18.6 ㎝、

口径 25.0 ～ 26.4 ㎝、最大径 27.0 ㎝、縁厚 0.9 センチ、重

量 1.5 ㎏あり、古式のきん子として歴史的にも美術的にも貴

重なもので平成９年３月 25 日に県の重要文化財として指定

されました。

※きん子とは、褥 ( 座布団 ) の上に置き、お経を読む時に縁

を打棒で打ち鳴らす仏具で、銅鉢などとも呼ばれています。

　平成 20 年 10 月 11 日（土）～ 15 日（水）の５

日間、南会津町を含む県内９市町村で全国生涯学

習フェスティバルが開催されます。町では住民の

方々の意見を取り入れた住民参加型のフェスティ

バルを目指し、企画・運営に参加していただける

実行委員会委員を次のとおり募集いたします。

【活動内容】

　地域開催地事業の企画・立案・運営

【活動頻度】

　　平成 20 年１月～ 10 月に数回（主に土日の日

　中、または平日の夜間）

　・実行委員会開催予定

　　　１月、２～９月随時、10 月

　・フェスティバル開催期間

　　　10 月 11 日～ 15 日

【募集人数】

　20 名程度

【応募資格】

　　南会津郡内に居住または通勤・通学している

　高校生以上の方で、御蔵入交流館に自力で来館

　でき、事業の趣旨を理解し積極的に活動してく

　ださる方。

【募集期間】

平成 20 年 11 月１日（木）～ 30 日（金）

　　第 20 回全国生涯学習フェスティバル
　　　　　　　　　　　　　　南会津町実行委員会委員の募集について

募集します！

【応募方法】

　住所・氏名・電話番号を電話にてお知らせくだ

さい。

【応募・問い合わせ先】

南会津町教育委員会生涯学習課

℡０２４１(62) ６３１１

【その他】

　謝礼や交通費の支給はありません。

【全国生涯学習フェスティバルとは･･･】

　生涯学習に係る活動を実践する場を全国的な

規模で提供することにより、国民の生涯学習へ

の意欲を高めるとともに、学習活動への参加を

促進し，生涯学習活動を一層盛んにすることを

目的に開催しています。

　具体的には、市町村、民間企業、生涯学習関

係団体、個人等の参加を得て、生涯学習に関す

る各種イベント、学習成果の発表、講演会、シ

ンポジウム等を集中的に実施する、参加体験型

の全国的イベントです。 

　平成元年に千葉県で第１回大会が開催されて

以来毎年開催されており，平成 20 年度の福島

県開催は第 20 回目のフェスティバルとなりま

す。
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新着本紹介

【一般図書】

爆笑問題のニッポンの教養　　　爆笑問題∥〔述〕

父親の品格　　　　　　　　　　　川北義則∥著

農業ブランドはこうして創る　　　　後久博∥著

ねこ鍋　　　　　　　講談社ＭｏｕＲａ∥著・編

ホームレス中学生　　　　　　　　　田村裕∥著

はぐれ鷹　　　　　　　　　　　　熊谷達也∥著

私の男　　　　　　　　　　　　　桜庭一樹∥著

三国志１～　　　　　　　　　　宮城谷昌光∥著

遠回りする雛　　　　　　　　　　米沢穂信∥著

ウォッチメイカー　　　　ｼﾞｪﾌﾘｰ・ﾃﾞｨｰｳﾞｧｰ∥著

【児童図書】

コロコロどんぐりみゅーじあむ

                          　いわさゆうこ∥著

「パスワード」シリーズ　　 　　　松原秀行∥作

ネコのジュピター　　　　　　　茂市久美子∥作

よるくまくるよ　　　　　　　　石津ちひろ∥文

 このほかにも、図書館にはたくさんの

新着本があります。ぜひご利用ください。

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

図
書館では、12月から、舘岩・伊南・南郷地域の皆さんに、

南会津町図書館の資料の教育委員会の各分室（舘岩・

伊南・南郷）での貸し出しを実施しています。なかなか田

島地域に来る機会のない町民の方でも、３地域の分室なら

ば来館できる、という方、この機会に分室貸出をぜひご利

用ください。

分室貸出の内容
 ・ご自宅のインターネットから図書館の資料を予約し、   

  各分室で受け取ることができます。（＊別途、インター 

  ネット予約の際のパスワード設定が必要になります。）

 ・電話、ＦＡＸ、文書等で図書館まで資料名を連絡くだ

  さい。資料が貸出中でなければ、資料を各分室で受け取

  ることができます。

注意点
 ・分室貸出サービスを受けるには、図書館利用カードが

  必要となります。利用カードをお持ちでない方は、お手 

  数ですが南会津町図書館にて利用者登録をお願いいたし

  ます。

 ・分室で資料を受け取る際、図書館利用カードの提示を

  お願いいたします。

広報みなみあいづ　平成 19年 11月号

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00 南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

青少年健全育成に関する標語最優秀賞決定

【
最
優
秀
賞
】

　

未
来
へ
と
大
き
く
羽
ば
た
け
子
供
た
ち

　
　
　
　
　

や
さ
し
く
見
守
る
地
域
の
目

　
　
　

大
桃　

由
美
さ
ん
（
中
小
屋
）
の
作
品

　

町
民
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
理

解
と
自
覚
を
深
め
る
た
め
に
、
南
会
津
町
青

少
年
育
成
町
民
会
議
が
募
集
し
ま
し
た
「
青

少
年
健
全
育
成
に
関
す
る
標
語
」
に
は
82
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
南
郷
地
域

中
小
屋
地
区
の
大
桃
由
美
さ
ん
の
作
品
が
選

ば
れ
、
優
秀
賞
に
は
次
の
４
人
の
方
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
11
月
３
日
に

開
催
さ
れ
た
「
南
会
津
町
青
少
年
の
主
張
大

会
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】

「
子
供
ら
に
見
せ
よ
う
示
そ
う
良
い
手
本
」

　
　
　

湯
田
耕
衞
さ
ん
（
大
町
）
の
作
品

「
ど
こ
の
子
も
み
ん
な
で
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
た
か
ら
」

　
　
　

渡
部
美
代
子
さ
ん
（
川
島
）
の
作
品

「
あ
い
さ
つ
は
家
庭
の
し
つ
け
の
第
一
歩
」

　
　
　

猪
股
宏
子
さ
ん
（
針
生
）
の
作
品

「
あ
い
さ
つ
は
元
気
な
声
と
笑
顔
か
ら
」

　
　
　

渡
部
百
枝
さ
ん
の
（
折
橋
）
の
作
品

　

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
標
語
を

合
言
葉
と
し
て
、
南
会
津
町
の
青
少
年
を
町

民
み
ん
な
で
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

11 月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

12 月の休館日

図書館の本を
公民館の各分室で貸し出します！
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広報みなみあいづでは、皆さんからの情報をお待ちしています。

また、広報誌へのご意見・ご感想もぜひお送りください。

募集コーナー

　①サークルの輪　　　　町内で活動中のサークルを取材して紹介します。

　　　　　　　　　　　　サークル名、活動内容、連絡先をお送りください。

　②わが家のアイドル　　就学前のお子様の写真を募集します。

　　　　　　　　　　　　保護者のひとことを記載の上、お送りください。

　　　　　　　　　　　　なお、送付いただいた写真は返却しませんので

　　　　　　　　　　　　ご了承ください。

情報は、電話、FAX、郵便、E メールにて受け付けます。お待ちしています。

〒 967-8501

（住所は不要です。郵便番号のみ

で届きます）

　南会津町役場企画観光課

　　　　　　　広報情報係　まで

 TEL　0241 － 62 － 6200

 FAX　0241 － 62 － 1288

アドレス　info@minamiaizu.org

情報をお待ちしています

　平
ひ ら の

野　優
ゆ な

菜ちゃん

（１歳 11 ヶ月）

舘岩地域　湯ノ花

父：光一さん 母：ひとみさん

いつもニコニコ、おしゃべりが大好き

な優菜ちゃん。毎日にぎやかに楽しく

過ごしています。

編
集
後
記

▽
先
日
自
称
「
ロ
ッ
ク
な
詩
人
ツ
ヨ
シ
」
湯
本
剛

士
さ
ん
と
い
う
方
を
あ
る
方
か
ら
紹
介
い
た
だ
い

た
。
▽
「
大
桃
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
い
つ
も
の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
す
る
と
湯
本
さ
ん

「
下
の
名
前
は
何
で
す
か
？
」
。
「
？
？
」
ど
う
い

う
こ
と
か
理
解
で
き
な
い
ま
ま
「
ひ
で
き
で
す
」

と
答
え
る
と
、
湯
本
さ
ん
は
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

朱
と
黒
の
筆
ペ
ン
を
取
り
出
し
、
自
ら
の
名
刺
の

裏
に
何
や
ら
書
き
始
め
た
。
そ
の
状
況
さ
え
も
理

解
で
き
ず
、
ポ
カ
ン
と
彼
の
走
ら
せ
る
筆
の
先
を

見
や
っ
て
い
る
と
、
何
や
ら
詩
の
よ
う
な
も
の
を

書
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
▽
そ
し
て
、
彼
の
筆
の
動

き
が
止
ま
り
、
名
刺
を
い
た
だ
い
た
。
人
生
で
味

わ
っ
た
こ
と
の
な
い
感
動
に
襲
わ
れ
た
。
▽
皆
さ

ん
、
お
分
か
り
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

企
画
観
光
課
広
報
情
報
係　

大
桃
英
樹

フラミンゴ ダンススポーツクラブ
　30 年以上活動しているサークルです。毎週火曜日の

夜８時頃から御蔵入交流館で社交ダンスの練習をして

います。社交ダンスをダンススポーツとして置き換え、

少し激しい動きでワルツ、タンゴ、ルンバ、チャチャ

チャ等を踊ります。

　テレビのウリナリで、ダンススポーツの協議会を放

映していますが、ダンスは見るだけでなく、踊って楽

しむものです。まったくの初心者から経験者、ご夫婦

での参加も歓迎です。お待ちしています。

会　長　湯田　　哲（℡ 0241-64-2008）

事務局　馬場　清紀（℡ 0241-62-3933）
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お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

次
の
季
へ
山
雀
せ
わ
し
準
備
か
な　
　
　
　

山
口　

旦
元

　

雁
が
音
や
一
枚
板
の
厚
き
卓　
　
　
　
　
　

柏
倉　

清
子

　

密
や
か
に
吾
も
紅
し
と
吾
亦
紅　
　
　
　

山
口
い
っ
せ
い

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

少
年
兵
た
り
し
が
夢
の
敬
老
日　
　
　

 
 
 
 

大
桃　

白

 
 

雨
上
が
る
し
ず
く
に
宿
る
十
三
夜　
　

 
 
 
 

馬
場　

良

 
 

余
る
ほ
ど
活
け
て
詫
び
し
や
吾
亦
紅　

 
 
 
 

石
川
稔
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

 
 

鮎
解
禁
い
つ
か
吊
橋
あ
り
し
里　
　

 
 
 
 
 
 

登
志

 
 

人
間
の
眞
似
し
て
歩
く
鴉
の
子　

 

　

 
 
 
 
 

き
よ
哉

 
 

金
婚
や
晴
衣
の
友
や
天
高
し　

 
　
　

 
 
 
 
 

栄
子

会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

蟷
螂
の
な
ほ
枯
れ
残
る
眼
が
や
さ
し　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

秀
穂

　

寂
し
さ
は
月
に
預
け
て
眠
り
た
し　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田
た
か
女

　

稲
穂
垂
れ
自
然
に
感
謝
す
る
日
和　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

彩
幸

鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

雅
子

　

連
日
の
猛
暑
一
気
に
冷
ま
す
ご
と
篠
突
く
雨
の
今
あ
が
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

リ
サ

　

逝
く
夏
を
惜
し
み
て
鳴
く
か
大
根
を
間
引
く
わ
が
背
に
ミ
ン
ミ
ン
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　

み
わ
子

　

虫
干
し
の
箪
笥
に
樟
脳
入
れ
替
へ
て
今
は
亡
き
夫
の
モ
ー
ニ
ン
グ
仕
舞
ふ

まちの文芸



探
訪　

南
会
津

　
　

金
井
沢
地
区
（
田
島
地
域
）

統一された赤茶色の屋根の風景

　

生
活
様
式
が
変
わ
り
、
モ
ダ
ン
な
西

洋
風
建
築
が
建
て
ら
れ
て
行
く
中
で
、

地
域
の
建
築
文
化
や
生
活
文
化
が
変
わ

ら
ず
、
美
し
い
日
本
の
農
村
風
景
が

残
っ
て
い
る
の
は
南
会
津
町
の
誇
り
で

す
。
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広
報  

み
な
み
あ
い
づ

統
一
さ
れ
た
集
落
の
景
観

　

国
道
２
８
９
号
線
を
南
郷
か
ら
田
島

へ
と
向
か
う
と
、
金
井
沢
地
区
の
赤
茶

色
の
屋
根
の
集
落
群
が
目
に
入
り
ま

す
。
金
井
沢
は
、
集
落
の
南
側
に
水
田

が
広
が
り
、
周
囲
の
山
並
み
と
か
や
葺

き
の
屋
根
を
ト
タ
ン
で
覆
っ
た
民
家
が

立
ち
並
び
、
か
や
葺
き
屋
根
だ
っ
た
頃

の
様
子
が
今
で
も
伺
え
ま
す
。

職
人
の
技

　

赤
茶
色
で
葺
か
れ
た
ト
タ
ン
屋
根
は

そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
か
や
葺

き
屋
根
だ
っ
た
往
時
を
そ
の
ま
ま
に
、

一
文
字
葺
き
や
菱
葺
き
で
葺
か
れ
て
お

り
、
屋
根
の
曲
線
部
仕
上
げ
な
ど
は
技

術
力
が
示
さ
れ
る
、
ト
タ
ン
屋
根
の
職

人
技
が
生
か
さ
れ
る
部
分
で
し
た
。

　

昭
和
50
年
前
後
、
一
斉
に
ト
タ
ン
屋

根
が
覆
い
被
さ
れ
た
時
代
が
終
わ
り
、

か
や
葺
き
屋
根
そ
の
も
の
が
取
り
壊
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
で
は
、

既
製
品
の
瓦
に
似
た
屋
根
材
も
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ト
タ
ン
屋
根
職
人

の
技
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

■募集します■

「探訪南会津」では、地域の美しい景観や

町並みを取り上げ、皆さんに紹介してい

ます。

あなたのおすすめのポイントがありまし

たら、広報情報係までお知らせください。


